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　貴殿より依頼を受けた石綿分析結果は、下記に記載した通りであることを証明いたします。

ただし、本分析の結果は、入手した試料の範囲に限定させていただきます。

１．分析を実施した石綿分析機関等

２．採取を実施した年月日

３．分析を実施した年月日

４．物件名称

５．実施した分析方法

「建材製品中の゠シプシテ含有率測定方法－第１部：市販ノラキ材からの試料採取

及び定性的判定方法」

「建材製品中の゠シプシテ含有率測定方法－第２部：試料採取及び゠シプシテ含有の

有無を判定するための定性分析方法」

「建材製品中の゠シプシテ含有率測定方法－第３部：゠シプシテ含有率のＸ線回折

定量分析方法」

建材製品中の゠シプシテ含有率測定方法－第５部：Ｘ線回折法による゠シプシテの

定量分析方法（第１部の定性的判定方法を用いる場合の方法）

６．試料採取を実施した者

TEL　：　0986-26-6114 FAX　：　0986-26-1308

保存40年

石綿障害予防規則　第３条第２項に基づく

事前調査における石綿分析結果報告書（証明書）

株式会社　若栁建築事務所  様

報 告 書 ₎ ２２３１８９４

作業環境測定機関登録 作業環境測定機関登録番号　45-08

講 習 実 施 機 関 名 称 社団法人日本作業環境測定協会

(1/2)

令 和 5 年 7 月 7 日

所　在　地

記

名　　　称 株式会社　゠ キ ゠ 分 析 ス ヱ ソ ヺ 代表者氏名 　吉行　和也

宮崎県都城市下川東２丁目１３－１２

採取実施日 令和5年6月21日

分 析 者 氏 名 上原　毅

上原　毅

石綿キルシタゥチキ事業の合格証等

分析実施日

採取場所

JIS A 1481-1

令和5年6月30日 ～ 令和5年7月7日

件　　　名 桜川消防署ヹ大和分署庁舎解体工事設計業務委託　大和分署

JIS A 1481-5

〇

講習実施機関名称 一般財団法人　企業環境ヨシキ解決機構 一般建築物石綿含有建材調査者  （第22123211号）

JIS A 1481-2

JIS A 1481-3

茨城県桜川市羽田1000

JIS1481-1 及び JIS1481-5　　　　Aョヱキ認定₎　2213A0095号

JIS1481-2 及び JIS1481-3　　　　Aョヱキ認定₎　2211A0115号

採 取 者 氏 名 株式会社　村全 村山　典央　氏
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【備考】 記録内容についてのご質問は、報告書番号をお申し出ください。

₎ 施　　設　　名 試　料　名 定性分析結果 定量分析結果 断面観察

大和分署 車庫　屋上　゠シビゟラテ防水 石綿含有せず - -

大和分署 車庫　軒天　吹付材 石綿含有せず - -

大和分署 車庫　壁　゠キヨラヨサヱ吹付 石綿含有せず - -

大和分署 ホヱフ室　コチササヺヨヱギ材 石綿含有せず - -

大和分署 ホヱフ室　外壁　吹付材 石綿含有せず - -

大和分署 ホヱフ室　配管保温材 石綿含有せず - -

以下余白 　
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                          ***   マルチプロット  ***
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[ｸﾞﾙｰﾌﾟ:ｱｽﾍﾞｽﾄ標準, ﾃﾞｰﾀ:ｸﾘｿﾀｲﾙ-1  ] 

[ｸﾞﾙｰﾌﾟ:ｱｽﾍﾞｽﾄ標準, ﾃﾞｰﾀ:ｱﾓｻｲﾄ-2   ] 

[ｸﾞﾙｰﾌﾟ:ｱｽﾍﾞｽﾄ標準, ﾃﾞｰﾀ:ｸﾛｼﾄﾞﾗｲﾄ-3] 

[ｸﾞﾙｰﾌﾟ:ｱｽﾍﾞｽﾄ標準, ﾃﾞｰﾀ:ﾄﾚﾓﾗｲﾄ-1  ] 

[ｸﾞﾙｰﾌﾟ:ｱｽﾍﾞｽﾄ標準, ﾃﾞｰﾀ:ｱﾝｿﾌｨﾗｲﾄ-1] 
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標準：ｸﾘｿﾀｲﾙ

標準：ｱﾓｻｲﾄ

標準：ｸﾛｼﾄﾞﾗｲﾄ

標準：ﾄﾚﾓﾗｲﾄ

標準：ｱﾝｿﾌｨﾗｲﾄ

アスベスト標準物質データ



1.680

1.700

1.680

1.690

1.700

1.605

1.620

1.640

1.605

1.618

1.640

゠シプシテ標準物質の顕微鏡写真

屈折率　（ １．５５０ ） 屈折率　　（ １．６２０ ）

標準物質（キヨセソアラ）の画像　 標準物質（ﾄﾚﾓﾗｲﾄ／ｱｸﾁﾉﾗｲﾄ）の画像　

屈折率　　（ １．６８０ ） 屈折率　　（ １．６１８ ）

標準物質（゠ムコアテ）の画像　 標準物質（゠ヱセビァョアテ）の画像　

›　゠シプシテと分散色の解説

゠シプシテの種類 屈折率ｎＤ
２５⁻ 分散色

キヨセソアラ 1.550 赤紫～青

゠ムコアテ
桃

青

キルサデョアテ

橙

桃

青

テリムョアテ / ゠キタヌョアテ

ｺﾞｰﾙﾃﾞﾝｲｴﾛｰ

赤紫

青

屈折率　　（ １．６９０ ）
゠ヱセビァョアテ

ｺﾞｰﾙﾃﾞﾝｲｴﾛｰ

赤紫

標準物質（キルサデョアテ）の画像　
青



１．位相差顕微鏡による分散染色法

›はそれぞれの゠シプシテの鋭敏色を示す屈折率である。

２．Ｘ線回折法による定性分析

３．石綿含有の有無の判定

再分析の結果

該当しないため、再分析は行わない。

４．Ｘ線回折法による定量結果

定量用試料の調整が困難で、石綿の回折線ﾋﾟｰｸの解析が難しいと判断される試料は、

定量下限の0.1wt%未満を確認できないものとして、＃を記入する。

３回の分析のうち、定量下限値未満のものは、その定量下限値を用いて計算する。（＃は除く）

石綿が２種類以上の場合は、それぞれの石綿の平均含有率を合計する。

（定量下限値未満の数値は除く）

試験を行わなかった項目は”－”で示す。

試　験　記　録

゠シプシテの種類 屈折率ｎＤ
２５⁻ 分散色 分散色を呈した繊維 判定

キヨセソアラ 1.550 › 赤紫～青 確認されず 無

゠ムコアテ
1.680 › 桃

確認されず 無
1.700 青

確認されず 無1.690 › 桃

1.700 青

テリムョアテ / ゠キタヌョアテ

1.605 ｺﾞｰﾙﾃﾞﾝｲｴﾛｰ

キルサデョアテ

1.680 › 橙

確認されず 無1.620 › 赤紫

1.640 青

無1.618 › 赤紫

1.640 青

石綿の種類 ｸﾘｿﾀｲﾙ ｱﾓｻｲﾄ ｸﾛｼﾄﾞﾗｲﾄ

゠ヱセビァョアテ

1.605 ｺﾞｰﾙﾃﾞﾝｲｴﾛｰ

確認されず

ｎ３ ｎ１

ﾄﾚﾓﾗｲﾄ/ｱｸﾁﾉﾗｲﾄ ｱﾝｿﾌｨﾗｲﾄ

定性用試料　ｎ＝３ ｎ１ ｎ２ ｎ３ ｎ１ ｎ２

無 無

ｎ２ ｎ３ ｎ１ ｎ２ｎ３ ｎ１

無 無

ｎ２ ｎ３

回折線ヒヺキの有無 無 無 無 無 無 無 無

≧ ＜

無 無 無 無

石綿の回折ヒヺキ有り － －›

石綿の回折ヒヺキ無し － 含有せず

›

（単位：ｗｔ％）
石綿の種類 ｸﾘｿﾀｲﾙ ｱﾓｻｲﾄ ｸﾛｼﾄﾞﾗｲﾄ ﾄﾚﾓﾗｲﾄ/ｱｸﾁﾉﾗｲﾄ ｱﾝｿﾌｨﾗｲﾄ

定量用試料　ｎ＝３ ｎ１ ｎ２ ｎ３ ｎ１ ｎ２ ｎ３ ｎ１ ｎ２ ｎ３ ｎ１ ｎ２ ｎ３ ｎ１ ｎ２ ｎ３

含有率　›１ - - - - -

-

- - - - - -

›３

- - - -

平均含有率　›２ - - - -

›

試料₎１ 大和分署　　車庫　　屋上　゠シビゟラテ防水

石綿含有率　›３ - ｗｔ％

›１

›２

Ｘ線回折法

分散染色法
４（石綿繊維）
３０００（粒子）

４（石綿繊維）
３０００（粒子）
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1.680

1.700

1.680

1.690

1.700

1.605

1.620

1.640

1.605

1.618

1.640

大和分署　　車庫　　屋上　゠シビゟラテ防水

屈折率　（ １．５５０ ） 屈折率　　（ １．６２０ ）

（キヨセソアラ） 　確認されず （ﾄﾚﾓﾗｲﾄ／ｱｸﾁﾉﾗｲﾄ）　確認されず

試料₎１

屈折率　　（ １．６８０ ） 屈折率　　（ １．６１８ ）

（゠ムコアテ）　確認されず （゠ヱセビァョアテ）　確認されず

›　゠シプシテと分散色の解説

゠シプシテの種類 屈折率ｎＤ
２５⁻ 分散色

キヨセソアラ 1.550 赤紫～青

゠ムコアテ
桃

青

桃

青

テリムョアテ / ゠キタヌョアテ

ｺﾞｰﾙﾃﾞﾝｲｴﾛｰ

赤紫

青

キルサデョアテ

橙

屈折率　　（ １．６９０ ）
゠ヱセビァョアテ

ｺﾞｰﾙﾃﾞﾝｲｴﾛｰ

赤紫

（キルサデョアテ）　確認されず
青



１．位相差顕微鏡による分散染色法

›はそれぞれの゠シプシテの鋭敏色を示す屈折率である。

２．Ｘ線回折法による定性分析

３．石綿含有の有無の判定

再分析の結果

該当しないため、再分析は行わない。

４．Ｘ線回折法による定量結果

定量用試料の調整が困難で、石綿の回折線ﾋﾟｰｸの解析が難しいと判断される試料は、

定量下限の0.1wt%未満を確認できないものとして、＃を記入する。

３回の分析のうち、定量下限値未満のものは、その定量下限値を用いて計算する。（＃は除く）

石綿が２種類以上の場合は、それぞれの石綿の平均含有率を合計する。

（定量下限値未満の数値は除く）

試験を行わなかった項目は”－”で示す。›

石綿含有率　›３ - ｗｔ％

›１

›２

›３

- - - -

平均含有率　›２ - - - - -

- - - - - -

ｎ３ ｎ１ ｎ２ ｎ３

含有率　›１ - - - - -

ｎ３ ｎ１ ｎ２ ｎ３ ｎ１ ｎ２定量用試料　ｎ＝３ ｎ１ ｎ２ ｎ３ ｎ１ ｎ２

（単位：ｗｔ％）
石綿の種類 ｸﾘｿﾀｲﾙ ｱﾓｻｲﾄ ｸﾛｼﾄﾞﾗｲﾄ ﾄﾚﾓﾗｲﾄ/ｱｸﾁﾉﾗｲﾄ ｱﾝｿﾌｨﾗｲﾄ

石綿の回折ヒヺキ無し － 含有せず

›

石綿の回折ヒヺキ有り － －›

無 無

≧ ＜

無 無 無 無 無 無

ｎ２ ｎ３

回折線ヒヺキの有無 無 無 無 無 無 無 無

ｎ２ ｎ３ ｎ１ ｎ２ｎ３ ｎ１ ｎ３ ｎ１

ﾄﾚﾓﾗｲﾄ/ｱｸﾁﾉﾗｲﾄ ｱﾝｿﾌｨﾗｲﾄ

定性用試料　ｎ＝３ ｎ１ ｎ２ ｎ３ ｎ１ ｎ２

石綿の種類 ｸﾘｿﾀｲﾙ ｱﾓｻｲﾄ ｸﾛｼﾄﾞﾗｲﾄ

゠ヱセビァョアテ

1.605 ｺﾞｰﾙﾃﾞﾝｲｴﾛｰ

確認されず 無1.618 › 赤紫

1.640 青

確認されず 無1.620 › 赤紫

1.640 青

テリムョアテ / ゠キタヌョアテ

1.605 ｺﾞｰﾙﾃﾞﾝｲｴﾛｰ

キルサデョアテ

1.680 › 橙

確認されず 無1.690 › 桃

1.700 青

無

゠ムコアテ
1.680 › 桃

確認されず 無
1.700 青

゠シプシテの種類 屈折率ｎＤ
２５⁻ 分散色 分散色を呈した繊維 判定

キヨセソアラ 1.550 › 赤紫～青 確認されず

試　験　記　録

試料₎２ 大和分署　　車庫　　軒天　吹付材

Ｘ線回折法

分散染色法
４（石綿繊維）
３０００（粒子）

４（石綿繊維）
３０００（粒子）
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1.680

1.700

1.680

1.690

1.700

1.605

1.620

1.640

1.605

1.618

1.640

試料₎２ 大和分署　　車庫　　軒天　吹付材

屈折率　（ １．５５０ ） 屈折率　　（ １．６２０ ）

（キヨセソアラ） 　確認されず （ﾄﾚﾓﾗｲﾄ／ｱｸﾁﾉﾗｲﾄ）　確認されず

屈折率　　（ １．６８０ ） 屈折率　　（ １．６１８ ）

（゠ムコアテ）　確認されず （゠ヱセビァョアテ）　確認されず

›　゠シプシテと分散色の解説

゠シプシテの種類 屈折率ｎＤ
２５⁻ 分散色

キヨセソアラ 1.550 赤紫～青

゠ムコアテ
桃

青

キルサデョアテ

橙

桃

青

テリムョアテ / ゠キタヌョアテ

ｺﾞｰﾙﾃﾞﾝｲｴﾛｰ

赤紫

青

屈折率　　（ １．６９０ ）
゠ヱセビァョアテ

ｺﾞｰﾙﾃﾞﾝｲｴﾛｰ

赤紫

（キルサデョアテ）　確認されず
青



１．位相差顕微鏡による分散染色法

›はそれぞれの゠シプシテの鋭敏色を示す屈折率である。

２．Ｘ線回折法による定性分析

３．石綿含有の有無の判定

再分析の結果

該当しないため、再分析は行わない。

４．Ｘ線回折法による定量結果

定量用試料の調整が困難で、石綿の回折線ﾋﾟｰｸの解析が難しいと判断される試料は、

定量下限の0.1wt%未満を確認できないものとして、＃を記入する。

３回の分析のうち、定量下限値未満のものは、その定量下限値を用いて計算する。（＃は除く）

石綿が２種類以上の場合は、それぞれの石綿の平均含有率を合計する。

（定量下限値未満の数値は除く）

試験を行わなかった項目は”－”で示す。›

石綿含有率　›３ - ｗｔ％

›１

›２

›３

- - - -

平均含有率　›２ - - - - -

- - - - - -

ｎ３ ｎ１ ｎ２ ｎ３

含有率　›１ - - - - -

ｎ３ ｎ１ ｎ２ ｎ３ ｎ１ ｎ２定量用試料　ｎ＝３ ｎ１ ｎ２ ｎ３ ｎ１ ｎ２

（単位：ｗｔ％）
石綿の種類 ｸﾘｿﾀｲﾙ ｱﾓｻｲﾄ ｸﾛｼﾄﾞﾗｲﾄ ﾄﾚﾓﾗｲﾄ/ｱｸﾁﾉﾗｲﾄ ｱﾝｿﾌｨﾗｲﾄ

石綿の回折ヒヺキ無し － 含有せず

›

石綿の回折ヒヺキ有り － －›

無 無

≧ ＜

無 無 無 無 無 無

ｎ２ ｎ３

回折線ヒヺキの有無 無 無 無 無 無 無 無

ｎ２ ｎ３ ｎ１ ｎ２ｎ３ ｎ１ ｎ３ ｎ１

ﾄﾚﾓﾗｲﾄ/ｱｸﾁﾉﾗｲﾄ ｱﾝｿﾌｨﾗｲﾄ

定性用試料　ｎ＝３ ｎ１ ｎ２ ｎ３ ｎ１ ｎ２

石綿の種類 ｸﾘｿﾀｲﾙ ｱﾓｻｲﾄ ｸﾛｼﾄﾞﾗｲﾄ

゠ヱセビァョアテ

1.605 ｺﾞｰﾙﾃﾞﾝｲｴﾛｰ

確認されず 無1.618 › 赤紫

1.640 青

確認されず 無1.620 › 赤紫

1.640 青

テリムョアテ / ゠キタヌョアテ

1.605 ｺﾞｰﾙﾃﾞﾝｲｴﾛｰ

キルサデョアテ

1.680 › 橙

確認されず 無1.690 › 桃

1.700 青

無

゠ムコアテ
1.680 › 桃

確認されず 無
1.700 青

゠シプシテの種類 屈折率ｎＤ
２５⁻ 分散色 分散色を呈した繊維 判定

キヨセソアラ 1.550 › 赤紫～青 確認されず

試　験　記　録

試料₎３ 大和分署　　車庫　　壁　゠キヨラヨサヱ吹付

Ｘ線回折法

分散染色法
４（石綿繊維）
３０００（粒子）

４（石綿繊維）
３０００（粒子）
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1.680

1.700

1.680

1.690

1.700

1.605

1.620

1.640

1.605

1.618

1.640

試料₎３ 大和分署　　車庫　　壁　゠キヨラヨサヱ吹付

屈折率　（ １．５５０ ） 屈折率　　（ １．６２０ ）

（キヨセソアラ） 　確認されず （ﾄﾚﾓﾗｲﾄ／ｱｸﾁﾉﾗｲﾄ）　確認されず

屈折率　　（ １．６８０ ） 屈折率　　（ １．６１８ ）

（゠ムコアテ）　確認されず （゠ヱセビァョアテ）　確認されず

›　゠シプシテと分散色の解説

゠シプシテの種類 屈折率ｎＤ
２５⁻ 分散色

キヨセソアラ 1.550 赤紫～青

゠ムコアテ
桃

青

キルサデョアテ

橙

桃

青

テリムョアテ / ゠キタヌョアテ

ｺﾞｰﾙﾃﾞﾝｲｴﾛｰ

赤紫

青

屈折率　　（ １．６９０ ）
゠ヱセビァョアテ

ｺﾞｰﾙﾃﾞﾝｲｴﾛｰ

赤紫

（キルサデョアテ）　確認されず
青



１．位相差顕微鏡による分散染色法

›はそれぞれの゠シプシテの鋭敏色を示す屈折率である。

２．Ｘ線回折法による定性分析

３．石綿含有の有無の判定

再分析の結果

該当しないため、再分析は行わない。

４．Ｘ線回折法による定量結果

定量用試料の調整が困難で、石綿の回折線ﾋﾟｰｸの解析が難しいと判断される試料は、

定量下限の0.1wt%未満を確認できないものとして、＃を記入する。

３回の分析のうち、定量下限値未満のものは、その定量下限値を用いて計算する。（＃は除く）

石綿が２種類以上の場合は、それぞれの石綿の平均含有率を合計する。

（定量下限値未満の数値は除く）

試験を行わなかった項目は”－”で示す。›

石綿含有率　›３ - ｗｔ％

›１

›２

›３

- - - -

平均含有率　›２ - - - - -

- - - - - -

ｎ３ ｎ１ ｎ２ ｎ３

含有率　›１ - - - - -

ｎ３ ｎ１ ｎ２ ｎ３ ｎ１ ｎ２定量用試料　ｎ＝３ ｎ１ ｎ２ ｎ３ ｎ１ ｎ２

（単位：ｗｔ％）
石綿の種類 ｸﾘｿﾀｲﾙ ｱﾓｻｲﾄ ｸﾛｼﾄﾞﾗｲﾄ ﾄﾚﾓﾗｲﾄ/ｱｸﾁﾉﾗｲﾄ ｱﾝｿﾌｨﾗｲﾄ

石綿の回折ヒヺキ無し － 含有せず

›

石綿の回折ヒヺキ有り － －›

無 無

≧ ＜

無 無 無 無 無 無

ｎ２ ｎ３

回折線ヒヺキの有無 無 無 無 無 無 無 無

ｎ２ ｎ３ ｎ１ ｎ２ｎ３ ｎ１ ｎ３ ｎ１

ﾄﾚﾓﾗｲﾄ/ｱｸﾁﾉﾗｲﾄ ｱﾝｿﾌｨﾗｲﾄ

定性用試料　ｎ＝３ ｎ１ ｎ２ ｎ３ ｎ１ ｎ２

石綿の種類 ｸﾘｿﾀｲﾙ ｱﾓｻｲﾄ ｸﾛｼﾄﾞﾗｲﾄ

゠ヱセビァョアテ

1.605 ｺﾞｰﾙﾃﾞﾝｲｴﾛｰ

確認されず 無1.618 › 赤紫

1.640 青

確認されず 無1.620 › 赤紫

1.640 青

テリムョアテ / ゠キタヌョアテ

1.605 ｺﾞｰﾙﾃﾞﾝｲｴﾛｰ

キルサデョアテ

1.680 › 橙

確認されず 無1.690 › 桃

1.700 青

無

゠ムコアテ
1.680 › 桃

確認されず 無
1.700 青

゠シプシテの種類 屈折率ｎＤ
２５⁻ 分散色 分散色を呈した繊維 判定

キヨセソアラ 1.550 › 赤紫～青 確認されず

試　験　記　録

試料₎４ 大和分署　　ホヱフ室　　コチササヺヨヱギ材

Ｘ線回折法

分散染色法
４（石綿繊維）
３０００（粒子）

４（石綿繊維）
３０００（粒子）
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1.680

1.700

1.680

1.690

1.700

1.605

1.620

1.640

1.605

1.618

1.640

試料₎４ 大和分署　　ホヱフ室　　コチササヺヨヱギ材

屈折率　（ １．５５０ ） 屈折率　　（ １．６２０ ）

（キヨセソアラ） 　確認されず （ﾄﾚﾓﾗｲﾄ／ｱｸﾁﾉﾗｲﾄ）　確認されず

屈折率　　（ １．６８０ ） 屈折率　　（ １．６１８ ）

（゠ムコアテ）　確認されず （゠ヱセビァョアテ）　確認されず

›　゠シプシテと分散色の解説

゠シプシテの種類 屈折率ｎＤ
２５⁻ 分散色

キヨセソアラ 1.550 赤紫～青

゠ムコアテ
桃

青

キルサデョアテ

橙

桃

青

テリムョアテ / ゠キタヌョアテ

ｺﾞｰﾙﾃﾞﾝｲｴﾛｰ

赤紫

青

屈折率　　（ １．６９０ ）
゠ヱセビァョアテ

ｺﾞｰﾙﾃﾞﾝｲｴﾛｰ

赤紫

（キルサデョアテ）　確認されず
青



１．位相差顕微鏡による分散染色法

›はそれぞれの゠シプシテの鋭敏色を示す屈折率である。

２．Ｘ線回折法による定性分析

３．石綿含有の有無の判定

再分析の結果

該当しないため、再分析は行わない。

４．Ｘ線回折法による定量結果

定量用試料の調整が困難で、石綿の回折線ﾋﾟｰｸの解析が難しいと判断される試料は、

定量下限の0.1wt%未満を確認できないものとして、＃を記入する。

３回の分析のうち、定量下限値未満のものは、その定量下限値を用いて計算する。（＃は除く）

石綿が２種類以上の場合は、それぞれの石綿の平均含有率を合計する。

（定量下限値未満の数値は除く）

試験を行わなかった項目は”－”で示す。›

石綿含有率　›３ - ｗｔ％

›１

›２

›３

- - - -

平均含有率　›２ - - - - -

- - - - - -

ｎ３ ｎ１ ｎ２ ｎ３

含有率　›１ - - - - -

ｎ３ ｎ１ ｎ２ ｎ３ ｎ１ ｎ２定量用試料　ｎ＝３ ｎ１ ｎ２ ｎ３ ｎ１ ｎ２

（単位：ｗｔ％）
石綿の種類 ｸﾘｿﾀｲﾙ ｱﾓｻｲﾄ ｸﾛｼﾄﾞﾗｲﾄ ﾄﾚﾓﾗｲﾄ/ｱｸﾁﾉﾗｲﾄ ｱﾝｿﾌｨﾗｲﾄ

石綿の回折ヒヺキ無し － 含有せず

›

石綿の回折ヒヺキ有り － －›

無 無

≧ ＜

無 無 無 無 無 無

ｎ２ ｎ３

回折線ヒヺキの有無 無 無 無 無 無 無 無

ｎ２ ｎ３ ｎ１ ｎ２ｎ３ ｎ１ ｎ３ ｎ１

ﾄﾚﾓﾗｲﾄ/ｱｸﾁﾉﾗｲﾄ ｱﾝｿﾌｨﾗｲﾄ

定性用試料　ｎ＝３ ｎ１ ｎ２ ｎ３ ｎ１ ｎ２

石綿の種類 ｸﾘｿﾀｲﾙ ｱﾓｻｲﾄ ｸﾛｼﾄﾞﾗｲﾄ

゠ヱセビァョアテ

1.605 ｺﾞｰﾙﾃﾞﾝｲｴﾛｰ

確認されず 無1.618 › 赤紫

1.640 青

確認されず 無1.620 › 赤紫

1.640 青

テリムョアテ / ゠キタヌョアテ

1.605 ｺﾞｰﾙﾃﾞﾝｲｴﾛｰ

キルサデョアテ

1.680 › 橙

確認されず 無1.690 › 桃

1.700 青

無

゠ムコアテ
1.680 › 桃

確認されず 無
1.700 青

゠シプシテの種類 屈折率ｎＤ
２５⁻ 分散色 分散色を呈した繊維 判定

キヨセソアラ 1.550 › 赤紫～青 確認されず

試　験　記　録

試料₎５ 大和分署　　ホヱフ室　　外壁　吹付材

Ｘ線回折法

分散染色法
４（石綿繊維）
３０００（粒子）

４（石綿繊維）
３０００（粒子）
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1.680

1.700

1.680

1.690

1.700

1.605

1.620

1.640

1.605

1.618

1.640

試料₎５ 大和分署　　ホヱフ室　　外壁　吹付材

屈折率　（ １．５５０ ） 屈折率　　（ １．６２０ ）

（キヨセソアラ） 　確認されず （ﾄﾚﾓﾗｲﾄ／ｱｸﾁﾉﾗｲﾄ）　確認されず

屈折率　　（ １．６８０ ） 屈折率　　（ １．６１８ ）

（゠ムコアテ）　確認されず （゠ヱセビァョアテ）　確認されず

›　゠シプシテと分散色の解説

゠シプシテの種類 屈折率ｎＤ
２５⁻ 分散色

キヨセソアラ 1.550 赤紫～青

゠ムコアテ
桃

青

キルサデョアテ

橙

桃

青

テリムョアテ / ゠キタヌョアテ

ｺﾞｰﾙﾃﾞﾝｲｴﾛｰ

赤紫

青

屈折率　　（ １．６９０ ）
゠ヱセビァョアテ

ｺﾞｰﾙﾃﾞﾝｲｴﾛｰ

赤紫

（キルサデョアテ）　確認されず
青



１．位相差顕微鏡による分散染色法

›はそれぞれの゠シプシテの鋭敏色を示す屈折率である。

２．Ｘ線回折法による定性分析

３．石綿含有の有無の判定

再分析の結果

該当しないため、再分析は行わない。

４．Ｘ線回折法による定量結果

定量用試料の調整が困難で、石綿の回折線ﾋﾟｰｸの解析が難しいと判断される試料は、

定量下限の0.1wt%未満を確認できないものとして、＃を記入する。

３回の分析のうち、定量下限値未満のものは、その定量下限値を用いて計算する。（＃は除く）

石綿が２種類以上の場合は、それぞれの石綿の平均含有率を合計する。

（定量下限値未満の数値は除く）

試験を行わなかった項目は”－”で示す。›

石綿含有率　›３ - ｗｔ％

›１

›２

›３

- - - -

平均含有率　›２ - - - - -

- - - - - -

ｎ３ ｎ１ ｎ２ ｎ３

含有率　›１ - - - - -

ｎ３ ｎ１ ｎ２ ｎ３ ｎ１ ｎ２定量用試料　ｎ＝３ ｎ１ ｎ２ ｎ３ ｎ１ ｎ２

（単位：ｗｔ％）
石綿の種類 ｸﾘｿﾀｲﾙ ｱﾓｻｲﾄ ｸﾛｼﾄﾞﾗｲﾄ ﾄﾚﾓﾗｲﾄ/ｱｸﾁﾉﾗｲﾄ ｱﾝｿﾌｨﾗｲﾄ

石綿の回折ヒヺキ無し － 含有せず

›

石綿の回折ヒヺキ有り － －›

無 無

≧ ＜

無 無 無 無 無 無

ｎ２ ｎ３

回折線ヒヺキの有無 無 無 無 無 無 無 無

ｎ２ ｎ３ ｎ１ ｎ２ｎ３ ｎ１ ｎ３ ｎ１

ﾄﾚﾓﾗｲﾄ/ｱｸﾁﾉﾗｲﾄ ｱﾝｿﾌｨﾗｲﾄ

定性用試料　ｎ＝３ ｎ１ ｎ２ ｎ３ ｎ１ ｎ２

石綿の種類 ｸﾘｿﾀｲﾙ ｱﾓｻｲﾄ ｸﾛｼﾄﾞﾗｲﾄ

゠ヱセビァョアテ

1.605 ｺﾞｰﾙﾃﾞﾝｲｴﾛｰ

確認されず 無1.618 › 赤紫

1.640 青

確認されず 無1.620 › 赤紫

1.640 青

テリムョアテ / ゠キタヌョアテ

1.605 ｺﾞｰﾙﾃﾞﾝｲｴﾛｰ

キルサデョアテ

1.680 › 橙

確認されず 無1.690 › 桃

1.700 青

無

゠ムコアテ
1.680 › 桃

確認されず 無
1.700 青

゠シプシテの種類 屈折率ｎＤ
２５⁻ 分散色 分散色を呈した繊維 判定

キヨセソアラ 1.550 › 赤紫～青 確認されず

試　験　記　録

試料₎６ 大和分署　　ホヱフ室　　配管保温材

Ｘ線回折法

分散染色法
４（石綿繊維）
３０００（粒子）

４（石綿繊維）
３０００（粒子）
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1.680

1.700

1.680

1.690

1.700

1.605

1.620

1.640

1.605

1.618

1.640

試料₎６ 大和分署　　ホヱフ室　　配管保温材

屈折率　（ １．５５０ ） 屈折率　　（ １．６２０ ）

（キヨセソアラ） 　確認されず （ﾄﾚﾓﾗｲﾄ／ｱｸﾁﾉﾗｲﾄ）　確認されず

屈折率　　（ １．６８０ ） 屈折率　　（ １．６１８ ）

（゠ムコアテ）　確認されず （゠ヱセビァョアテ）　確認されず

›　゠シプシテと分散色の解説

゠シプシテの種類 屈折率ｎＤ
２５⁻ 分散色

キヨセソアラ 1.550 赤紫～青

゠ムコアテ
桃

青

キルサデョアテ

橙

桃

青

テリムョアテ / ゠キタヌョアテ

ｺﾞｰﾙﾃﾞﾝｲｴﾛｰ

赤紫

青

屈折率　　（ １．６９０ ）
゠ヱセビァョアテ

ｺﾞｰﾙﾃﾞﾝｲｴﾛｰ

赤紫

（キルサデョアテ）　確認されず
青


